
 

昨年度は陸前高田市からの依頼を受け、全国から送られた支援物資の在庫リストを作成した。

市内の各学校を訪問しながらそのリストを配り、必要な物を聞いてマッチングを行い、多くの

学校に物資の提供を行った。 

佐々木事務局長は、震災時広田小学校の校長を務めており、子どもたちの安否確認や学校再

開に奔走した。しかし、取り組み半ばで定年退職を迎え、家族が津波で流され行方不明となっ

ていたこともあり、複雑な心境であった。そうした中で、もう一度自分が生かされた意味、い

ったい、今自分がやるべきことは何なのかについて、自身と向き合い問い続けたという。 

教育に携わった者として、子どもたちや先生方のことがずっと気がかりだった。狭い仮設住

宅で暮らしている子どもたちや先生方の憩いの場になればと思い、以前豆腐工場だったところ

を借り受け改装し、2012 年 10 月に「caféまつぼっくり」をオープンした。 

 今年度からは「不登校傾向がみられる子どもたちへの支援」を運営方針の一つに加え、活動

を進めるという。市の教育委員会や各学校とさらに連携を図り、どのようなアプローチができ

るのか、またどんな支援ができるのかを探っていくことを考えている。 
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教育支援チーム「まつ」 

佐々木 善仁（ささき よしひと） 事務局長 

 

佐々木事務局長 

教育支援チーム「まつ」は、陸前高田市に縁のある退職教職員が

中心になって活動している団体である。2011 年 11 月に結成され、

神奈川県大和市にあるＮＰＯ法人「Ｅｄ．ベンチャー（エドベンチ

ャー）」とも連携を図っている。小友町にある事務所兼「café まつ

ぼっくり」は、水曜日～日曜日の 10 時～16 時に開館し、佐々木事

務局長が主に駐在している。学校から帰ってきた子どもたちが宿題

を持って遊びに来たり、時折先生方も子どもの様子を見に訪れる。 

佐々木事務局長は「学校に関わる仕事をさ

せてもらってありがたい。子どもたちや先生

方のために少しでも役に立ちたい。」と静かに

語った。 

（※６月 20 日、「caféまつぼっくり」にて三橋
みつはし

が取材） 

連絡先 

教育支援チーム「まつ」 

TEL/FAX 0192-56-3325 

Email : teammatsu01@gmail.com 


